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山
崎
豊
子
が

亡
く
な
っ
た
。

司
馬
遼
太
郎
、

小
松
左
京
に
次

い
で
、大
阪
が
生
ん
だ
巨
星
が

落
ち
た
。
後
に
続
く
大
阪
出

身
の
作
家
た
ち
は
私
の
独
断

で
は
や
や
小
粒
に
見
え
る
。

　

山
崎
は「
白
い
巨
塔
」で
阪

大
医
学
部
を
描
い
た
か
ら
、

私
の
関
心
が
高
か
っ
た
。
本

紙
「
お
お
さ
か
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
」
で
阪
大
中
之
島
キ
ャ
ン

パ
ス
の
跡
地
を
紹
介
し
た
と

き
に
少
し
引
用
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
時
、「
山
崎
の

名
作
…
…
」
と
い
う
私
の
記

述
を
印
刷
さ
れ
た
時
に
す
ぐ

後
悔
し
た
。「
名
作
」
と
評

価
す
る
私
の
偉
そ
う
ぶ
っ
た

態
度
が
嫌
味
で
許
せ
な
い
恥

ず
か
し
さ
だ
っ
た
。

　

活
字
は
消
え
ず
に
残
る
。

こ
の
時
代
の
作
家
た
ち
は
ワ

ー
プ
ロ
を
使
わ
ず
取
材
も
ほ

と
ん
ど
一
人
で
し
た
。
山
崎

は
直
木
賞
作
家
で
あ
り
、
大

阪
府
芸
術
賞
や
菊
池
寛
賞
受

賞
者
で
も
あ
る
が
、
私
見
で

は
受
賞
は
意
外
に
少
な
い
。

映
画
化
や
テ
レ
ビ
放
映
で
の

活
躍
が
目
立
つ
。

　

活
字
文
化
も
テ
レ
ビ
も
最

盛
期
を
過
ぎ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
情

報
の
個
人
化
、
矮
小
化
の
時

代
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
中

身
も
今
後
、
薄
れ
そ
う
だ
。

首相官邸ホームページから

専門家がおこたえします

室相 談各 種

税務相談税務相談
【日　時】11月20日（水）午後２時～５時
【相談者】柄溝宗生 税理士

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

雇用相談雇用相談
【日　時】11月21日（木）午後２時～４時
【相談者】桂好志郎 社労士

法律相談法律相談
【日　時】11月11日（月）午後２時～４時
【相談者】西晃 弁護士

命
守
る
歯
科
医
療
の
充
実
へ

「
保
険
で
良
い
歯
科
」運
動
に
協
力
を

　

窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
と
保
険
給
付
範
囲
の
拡
充
を

―
―
。
協
会
・
保
団
連
は
、
来
年
度
の
予
算
編
成
や
診

療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」

の
実
現
を
求
め
る
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
イ
レ

バ
デ
ー
」（
10
月
８
日
）
か
ら
「
イ
イ
ハ
デ
ー
」（
11
月

８
日
）
ま
で
の
期
間
を
強
化
月
間
と
し
て
、
署
名
や
市

民
講
座
、
決
起
集
会
な
ど
へ
の
協
力
・
参
加
を
会
員
に

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

協
会
や
市
民
団
体
、
患
者

ら
で
つ
く
る
「
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」

は
、「
歯
」や「
食
」に
関
す
る

知
識
を
身
に
付
け
、
歯
科
医

療
の
重
要
性
を
学
ぼ
う
と
市

民
講
座
を
10
月
20
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く
。
元
岡
山

大
学
病
院
小
児
歯
科
学
講
師

の
岡
崎
好
秀
氏
が
「
ク
イ
ズ

で
語
る
お
も
し
ろ
食
育
最
前

線
」
を
テ
ー
マ
に
語
る
。
会

員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
ら
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
」
の
実
現
を
求
め
る
請
願

署
名
は
、
会
員
や
関
係
団
体

な
ど
に
協
力
を
訴
え
、
大
阪

で
約
２
万
３
千
筆
を
集
め
て

い
る
。
10
月
か
ら
始
ま
る
臨

時
国
会
へ
よ
り
多
く
の
患
者

・
歯
科
医
療
従
事
者
の
切
実

な
声
を
届
け
る
た
め
、
協
会

は
さ
ら
な
る
協
力
を
求
め
て

い
る
。
同
時
に
、「
手
元
に

１
筆
で
も
あ
れ
ば
、
署
名
を

協
会
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
」
と
し
て
い
る
。

　

10
月
27
日
に
東
京
で
開
く

「
命
を
守
る　

保
険
で
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る

10
・
27
歯
科
決
起
集
会
」
を

大
き
な
節
目
と
し
て
、
国
民

の
声
を
総
結
集
し
、
政
府
に

実
現
を
迫
る
。

　

市
民
講
座
・
集
会
へ
の
参

加
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ

は
協
会
事
務
局
ま
で
。

会
員
署
名
呼
び
か
け

　

協
会
は
、
70
〜
74
歳
の
窓

口
負
担
の
１
割
継
続
と
診
療

報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求

め
て
会
員
署
名
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
秋
の
政
府
・
国

会
議
員
要
請
で
提
出
す
る
と

し
て
、
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

「
大
阪
都
構
想
」
の
是
非

な
ど
を
問
う
堺
市
長
選
が
９

月
29
日
、
投
開
票
さ
れ
、
協

会
が
推
薦
す
る
現
職
の
竹
山

修
身
氏
が
「
日
本
維
新
の

会
」
の
西
林
克
敏
氏
を
破

り
、
再
選
を
果
た
し
た
。

　

選
挙
戦
で
竹
山
氏
は
、
維

新
の
会
の
「
都
構
想
」
に
よ

る
堺
市
解
体
に
一
貫
し
て
反

対
し
、「
堺
の
財
源
が
都
に

奪
わ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
」
と
指
摘
。「
堺

は
ひ
と
つ
」
と
訴
え
、
住
民

の
支
持
を
得
た
。

　

協
会
の
堺
・
高
石
・
和
泉

地
区
は
、
市
長
選
に
あ
た
っ

て
両
候
補
に
政
策
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、「
大
阪
都
構

想
」
や
国
保
料
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
、
口
腔
保
健
条
例

に
つ
い
て
尋
ね
た
。
そ
の
上

で
、
現
職
の
竹
山
氏
の
回
答

が
協
会
の
基
本
政
策
に
最
も

近
い
こ
と
や
、
４
年
間
の
実

績
と
し
て
国
保
料
の
引
き
下

げ
や
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
充
な
ど
を
評
価
。
同
氏
が

よ
り
会
員
の
要
求
を
実
現
す

る
候
補
で
あ
る
と
判
断
し
、

支
持
・
推
薦
を
決
め
た
。

　

同
地
区
で
は
、
市
長
選
を

機
に
医
療
改
善
を
求
め
て
働

き
か
け
を
強
め
る
。

で
な
け
れ
ば
、
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
を
守

れ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
改
憲
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

　

だ
が
、
拉
致
被
害
者
は
日
本
人
だ
け

で
は
な
い
。
軍
隊
を
保
有
す
る
外
国
の

人
々
も
拉
致
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

は
改
憲
の
本
音
で
は
な
い
。

　

実
は
、
そ
の
会
合
で
、
安
倍
総
裁

は
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
「
自
分
を
守
る

利
己
的
な
軍
隊
だ
と
の
印
象
が
あ
る
」

と
し
て
、
自
民
党
が
衆
議
院
総
選
挙
の

公
約
で
掲
げ
た
「
国
防
軍
」
創
設
の
必

要
性
を
訴
え
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
９

条
改
憲
は
「
専
守
防
衛
」
の
た
め
で
は

な
い
の
で
あ
る
。 

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憲
、「
自
主
憲
法
の
制
定
」
な
の
か
？

　

し
か
し
歴
代
の
自
民
党
政
権
は
、

〝
ど
の
よ
う
な
国
家
で
も
自
衛
権
を
有

し
、
そ
の
自
衛
権
を
行
使
す
る
た
め
の

必
要
最
小
限
の
実
力
（
自
衛
力
）
は
、

戦
力
の
保
持
を
禁
止
し
た
憲
法
９
条
の

下
で
も
許
さ
れ
る
〞〝
自
衛
隊
は
専
ら

外
国
の
武
力
行
使
に
備
え
た
も
の
、
す

な
わ
ち
「
専
守
防
衛
」
の
た
め
に
存
在

す
る
か
ら
「
合
憲
」
で
あ
る
〞
と
言
い

く
る
め
て
き
た
（「
解
釈
改
憲
」）。
つ

ま
り
「
専
守
防
衛
」
の
た
め
な
ら
、
す

で
に
目
的
は
達
成
し
て
い
る
で
あ
る
。

　

安
倍
自
民
党
総
裁
は
、
今
年
２
月
15

日
、
党
本
部
で
開
か
れ
た
憲
法
改
正
推

進
本
部
の
会
合
で
講
演
し
、
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
被
害
者
の
横
田
め
ぐ
み
さ
ん

を
引
き
合
い
に
出
し
「
こ
う
い
う
憲
法

し
、「
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
」
を

「
保
持
」
せ
ず
、「
国
の
交
戦
権
」
を

「
認
め
な
い
」
と
定
め
、
前
文
で
平
和

的
生
存
権
を
保
障
し
て
い
る
。

　

保
守
勢
力
は
、
こ
れ
が
気
に
食
わ
な

い
た
め
、
日
本
国
憲
法
が
ア
メ
リ
カ
占

領
軍
の
「
押
し
つ
け
」
だ
と
し
て
「
自

主
憲
法
制
定
」
を
求
め
て
き
た
。
だ
が

改
憲
の
「
国
会
発
議
」
に
必
要
な
衆
参

各
院
で
「
３
分
の
２
以
上
」
を
確
保
で

き
な
い
た
め
、
明
文
改
憲
が
実
現
で
き

な
か
っ
た
。

　

安
倍
晋
三
自
民
党
総
裁
・
首
相
は
改

憲
に
意
欲
的
だ
。
国
会
で
は
改
憲
政
党

が
圧
倒
的
で
あ
る
た
め
、
改
憲
の
実
現

能
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
安
倍
氏
が
意
気
込
ん
で
い
る

改
憲
は
「
専
守
防
衛
」
の
た
め
の
改

　

１
９
４
５
年
に
政
府
は
、
軍
国
主
義

と
の
決
別
を
求
め
る
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
」
を
受
諾
。
そ
の
た
め
、
戦
前
の
憲

法
（
大
日
本
帝
国
憲
法
）
を
否
定
し

て
、
日
本
国
憲
法
が
「
制
定
」
さ
れ

た
。
憲
法
第
９
条
は
「
国
権
の
発
動
た

る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武

力
の
行
使
」
を
「
永
久
に
」「
放
棄
」

　

安
倍
首
相
は
参
院
選
後
、「
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
」
に
向
け
て
、
憲

法
解
釈
の
変
更
に
身
を
乗
り
出
し
て

い
る
。
そ
の
先
に
見
え
隠
れ
す
る
の

は
憲
法
そ
の
も
の
の
改
定
だ
。
改
憲

を
め
ぐ
る
安
倍
政
権
の
思
惑
と
狙
い

に
つ
い
て
、
憲
法
学
者
の
上
脇
博
之

神
戸
学
院
大
学
教
授
に
寄
稿
し
て
も

ら
っ
た
。

１
筆
で
も
署
名
が
あ
れ
ば

協
会
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い

日時　10月27日（日）
　　　11：00～15：30
場所　東京・浜松町
※ 会員・家族・スタッフこ
ぞってご参加ください。
交通費・食費などを支給

協会推薦の竹山氏が再選協会推薦の竹山氏が再選
堺市長選「都構想」にノー突きつける

憲
法
解
釈
で「
目
的
」達
成
済
み

改憲は専守防衛のため？

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

改
憲
の
足
音

神
戸
学
院
大
学
教
授

 

上
脇　

博
之 ❶

　

未
入
会
員
の
先
生
に
、
こ
の
新
聞
を
お
送
り
す
る
に
際
し
、
近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
ま
し
た
。「
郵
送
を
断
る
」
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
協
会
に
ご
入
会

下
さ
い
。
ご
入
会
、
協
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

か
み
わ
き
・
ひ
ろ
し　

１
９
５
８
年
鹿

児
島
県
生
ま
れ
。
91
年
に
神
戸
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
を
単
位
取
得
退
学
。

北
九
州
市
立
大
学
を
経
て
、
２
０
０
４

年
か
ら
現
職
。
近
著
に
『
安
倍
政
権
と

「
政
治
改
革
」』（
日
本
機
関
紙
出
版
セ

ン
タ
ー
）
な
ど
。


